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はじめに 

 

 

 埼玉県立病院は、県民の生命と健康を支える高度専門医療機関として、これ

まで時代の要請に応じた高度な医療サービスを提供し、本県の医療提供体制に

おいて重要な役割を果たしている。 

 

 県立病院は各専門分野の中核病院として、民間医療機関では対応が困難な医

療分野を担っているが、その多くは不採算である。 

 

 今日、少子高齢化や疾病構造の変化などに伴う県民の医療ニーズの多様化・

高度化、地域医療構想や地域包括ケアシステムの進展、国の財政悪化に伴う診

療報酬の抑制傾向など、県立病院を取り巻く環境は大きく変化している。 

 

 本委員会は県立病院が引き続き県の第三次医療機関として高度専門医療や政

策医療を確実に実施し、健全な病院経営を実現することが重要であると認識し

つつ、今後の県立病院の在り方とともに最適な経営形態について、約半年の間、

６回にわたり議論を重ねてきたところである。 

 

 議論に当たっては、実際に病院の現場で運営に当たっている病院長との意見

交換や病院の現場で日夜、献身的に医療に従事される職員の皆さんからのご意

見をいただき、時間の許す限り実情把握に努めてきたところである。本書は、

その結果を取りまとめたものである。 
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